
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

～ご協力いただき、ありがとうございました！～ 
  突然の、しかも例年になく早い時期のインフルエンザの流行のため、１９日から休校措置をとりまし

た。今日１１月２５日から授業再開です。この間、通院や看病など、保護者の皆様も心労が絶えなかっ

たことと思います。ありがとうございました。 

「事故なく けがなく 病気なく」過ごす当たり前のような毎日が、決して当たり前のことではない

ことを痛感しております。子どもたちが毎日、元気に登校できますよう、これからも子どもたちの健康

管理にご配慮いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

～当たり前のことを当たり前に～ 

 去る１１月１７日（日）、サンプラザを会場に、バルセロナオリンピック・柔道の金メダリスト、古

賀稔彦さんを講師にお招きし、小千谷市ＰＴＡ連合会研究会が開催されました。ご出席いただいた保

護者の皆様、ありがとうございました。「子どもの夢を実現させる親の務め、役割」についてご講演を

いただきましたが、私が一番印象に残ったのは、「当たり前のことを当たり前に出来る人は優しい人。

柔道をとおして、優しい人を育てたい。」という言葉です。まったく同感です。そして、主宰する柔道

塾では次の五つのことを、稽古に来た子どもも大人も声を揃えて唱和する機会を大切にしているそう

で、時には実践の機会として公園清掃をしたりするということでした。 
 
 一、ハイと言う素直な心  一、すみませんと言う反省の心  一、私がしますと言う奉仕の心 

 一、おかげさまと言う謙虚な心  一、ありがとうと言う感謝の心 
 
これは「日常の五心」として、仏教関係の方が人としてのあり方、生き方を話す時に紹介されること

が多い言葉です。私も全校朝会などの場で、日々の生活をする上で大切にしたい心構えとして、今ま

でも「日常の五心」をもとに時々話していたことです。当たり前のことを当たり前にする、特にあい

さつがきちんと出来る子に育てて行きましょう。あいさつは、朝起きてから、夜寝るまで、いつでも

どこでも、誰でも出来ることです。でも、千田小学校の子どもの実情は…。あいさつが出来る子は少

数です。当たり前に出来る子が増えるように育てていきましょう。  （文責：校長  目黒 栄一） 
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